
Introduction
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸市では、市内の里やま・公共花壇・
河川などのみどりを守り育てるため、多く
の市民活動団体がさまざまな取り組み
を実施しています。松戸の“みどりの守り
人”として活躍する、みどりのボランティア
団体とその活動についてご紹介します。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ハーブを広め、ファンを増やすきっかけ
となることを目指して、平成17年に市
営金ケ作育苗圃内ハーブ園（約1,000
平方メートル）の維持管理団体として発
足しました。

みどりの団体
松戸ハーブボランティア

2024年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸のみどりを訪ねる「松戸のみどり
再発見ツアー」を主催するとともに、
さまざまな活動を通して、みどりに関
するネットワークづくりに深く貢献して
います。

緑のネットワーク・まつど

2018年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

市内で花壇づくりをしている市民団体
の相互交流を目的に、平成17年に設
立されました。市の育苗施設を拠点に
“種からの花づくり”に取り組み、「花づ
くり体験講座」を開催しています。

松戸花壇づくり
ネットワーク

2015年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

「歴史とみどりと水の調和」をテーマ
に協働活動を継続することにより、公
園を“身近な自然と触れ合える場”、
“豊かな自然を楽しめる場”として活
用することを目指しています。

根木内歴史公園サポーター
根っ子の会

2016年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

江戸川松戸フラワーライン
実行委員会

2003年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

市民からの寄付による里親制度で、坂
川沿いに河津桜37本の並木を整備
し、「松戸宿坂川献灯まつり実行委員
会」の設立・運営や河川清掃などを
行っています。

坂川とまちづくり市民の会

2023年度 かわまち大賞

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

「オープンフォレストin松戸」は、毎年5月
に開催しています。身近なみどりの大切
さ、減少し続ける都市樹林を保全する
ことの大切さを、参加者と一緒に考える
大変有意義な機会となっています。

オープンフォレスト
in松戸実行委員会

2016年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸駅から千葉大学園芸学部までの
地域で、食べられる景観づくりを行って
います。野菜やハーブなどの食べられ
る植物を、まちなかのプランターで地域
の方と一緒に育てています。

エディブルウェイ
プロジェクト

平成7年度に松戸市の「緑花清流のまち
づくり」構想をきっかけに発足。市民と
行政による「協働のまちづくり」として、
約2ヘクタールの花畑に春はポピー、
秋はコスモスを育てています。

　松戸市では「文化の香りのする街」を目指して、多様な文化・芸術に触
れる機会の創出やクリエイターやアーティストが活躍できる環境づくりなど、
文化を軸とした都市ブランドづくりを行っています。
　国指定重要文化財である戸定邸をメイン会場として行われる伝統と革
新が融合した国際フェスティバル「科学と芸術の丘」、国際的な文化芸術
の発信拠点として国内外のアーティストの滞在創作活動を支援しながら世界
の文化芸術と市民の触れ合いを実現する「PARADISE AIR」など、松戸はアー
トの魅力で溢れています。

R E P O R T  A N D  I N T E R V I E W

創造と想像が、新しい魅力ある街をつくる。

2017 グッドデザイン賞
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